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「領地管理令」研究への一視角

一一18世 紀 初 頭 チ ェル カ ッス キ イ 公 領 の場 合

土 肥 恒 之

(一)

後期封建制 ロシアの村落生活,と りわけそ の社会 と経済 の在 り方をあ き らか

にす る根本 史料 としての,い わゆ る 「領地管理令i--2Sも に大都市に居住す
プ リ カ ス チ ク

る封 建領 主 が在 地 の領地 管 理 人に 与 え た指 令14HCTpyKUHH,訓 令HaKa3の 総

称 二 につ い ては,よ く知 られ て い る。 か ってH.JI.ル ビ ンシ ュテ イ ンは,18

世 紀後 半 の ロシ ア農業 の分 析 をす す め る過程 で,こ の管 理 令 の 内 容に あ らわ れ
ぐユラ

た時 期 的 異 同に 着 目 した 。 即 ち,18世 紀 前 半 の管 理 令 が そ の圧 倒 的注 意 を 領地

管 理 人 の行政=警 察 的義 務 に払 ってい る と した な ら,そ の後半 に は領 主 の農業

経 営 に た いす る関 心 のた か ま りの結 果 と して,農 業 技術 に 関 す る内 容(新 しい

作 物 の栽 培,土 壌 改 良手段,等)を 持 つ ものが 現 わ れ る,と 指摘 した。 また最

近,B.A.ア レクサ ン ドロフは,ソ ヴ ェ ト史学 に お い ては は じめ て の,こ の時

期 に 関す る本格 的 な村 落 共 同体(ミ ール)研 究 の なか で,彪 大 な未 刊 史料 であ

る 「ミール の決 議録 」(MvaPCKvaenPHrOBOPbl)と と もに,こ の管 理 令 を縦 横
く　コ

に駆 使 し,村 落 共 同体 の具体 的 な姿(そ の両 面 的 性 格)を 浮 き彫 りに してい る。

ア レクサ ン ドロフは,そ こで18世 紀 か らの管 理令 の 出現 とそ の解釈 につ い て の

従 来 の支配 的 な 見解(K.B.シ ヴ コフ,n.K.ア レフ ィ レン コ,E.H.イ ン ド

ー ヴ ァ)を し りぞ け ,お お よそ 次 の よ うに述 べ てい る。

封 建 領 主 と彼 らの権 力下 の農 民 との相互 関 係 にお い て,17世 紀 と18世 紀 の 間

(1)H.JI.Py6HHI皿TetiH,CenbcKoexo3∬fhcTBoPoccHHBoBTopotinonoBHHe

XVIIIB.IM.,1957.cTp.133-144.

(2)B.A.AneKcaHApoB,CeπbcKaHo6u瓦HHaBPoccmi(XVII-HaqanoXIXB.)

M.,1976.
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には と くに原則的差 異はみ られない 。17世 紀に も領地管理令は存在 した のであ

る。 しか しなが ら,17世 紀におけ る所領経営=管 理の在 り方 は,か ってA,A.

ノヴ ォセ リスキ イが指摘 した如 く,よ り多 く 「領地管理人の直接的なホ ロープ

的勘(qyTbe)に 頼 っていた」 のであ り,し たが ってそ こに現われた管理令に

は,の ちのよ うな整 った形式(章 や項 目への区分)が み られず,そ うした規則

化へ の志 向もなか った。 また,そ れは所領 の全生活,行 政 と経営 の全側面を包

摂 した ものでもなか った のであ る。それに比較 して,18世 紀か らの管理令には,

領主 に特権賦与 された土地 と農民に対す る支配権を完全に我 が もの とし,規 則

化 しよ うとす る志 向が,明 確に反映 されてい る。そ こでは,農 業経営一管理に

関す る整 った形式を備えた全般的な諸規定 ・配慮のほかに,例 えば,領 民 の福
ゆ

祉,道 徳 あ る い は 啓 蒙 に つ い て さ え 述 べ られ た の で あ る。

以 下 で 私 は,18世 紀 初 頭 の 一 世 俗 領 主 の領 地 管 理 令 一HaKa3KH.A.M.

tlepKaccKoronpvaKa3qHKYcenMapKoBa(MocKoBcKoroye3Aa)「 マ ル コ

ヴ ォ村(モ ス ク ワ郷)の 領 地 管 理 人 へ の 八 瓢.チ ェ ル カ ッ スキ イ公 の 訓 令 」

の

(1719年1月1日 付)一 を,と りわけその農民監視 に関す る諸条項を中心に

据 えて検討す るわ けだが,そ の関心 は,い ま簡単に触れた ような ソヴェ トの研

究者 に よる諸見解 とその微妙 な食 い違いを検討 し,領 地管理令 自体 の社会経済

史的段階 の よ り細 かな画定をお こな う,と い うことにあ るのではない。 この小
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

論 の狙 いは,18世 紀初頭 とい うロシア社会 の激動期におけ る農民 の動向を直接

間接 に反映 した具体的一 史料 として,こ の管理令の内容を読 み とってい くこと

と同時 に この史料 の背 後にある社会 の構造 的特質について,な にが しかの手掛

りを得る ことにある。

(3)TaM)Ke,cTp.49-50,112.A.A.HoBocenbcKHti,BoTqHHHHKHero

xo3舶cTBoBXVIIB.M-A.,1929,cTp.65-66.ノ ヴ ォ セ リ ス キ イ に よ れ ば,ピ

ョ ー ト ル の 改 革 こ そ 「HaKa3の 精 神 を 根 本 に お い て 変 え た 学 校 」 で あ っ た(TaM

}Ke,crrP。70)Q

(4)M.Φ 。neTpoBcKaH.HaKa3biBoTqHHHHMnpHKa3qHKaMnepBo蕗9eTBepTH

XVIIIB.《HcTpHqecKH負apxHB)〉.T.VIII1953(漁.4,cTp.241-268).



「領地管理令」研究への一視角(土 肥) 77

(二)

チ ェル カ ッスキ イ家 は,北 カ フカ ーズ の カバ ル ダの公 の 出 身 であ り,16世

紀後 半 に ル ーシの地 へ 入 って以 来19世 紀 に至 る まで一貫 して ロシ アの支配 階 級

の最 上 層 部 に位 置 した,い わ ゆ る名 門 貴族(60fipcKafiapvacTKpaTHH)で あ っ

じ　 この

た。SI.E.ヴ ォダル スキ イの人 口 史研 究 は,間 接 的 なが らチ ェル カ ッスキ イ公

家 の政 府 内 で の地 位 を 明 らか に して い る。即 ち,17世 紀 を通 じて政 府 の最 高 決
ポ ヤ　 レ オ コ リニ チ エ

定機 関 で あ った貴 族会 議(60APCKaqAyMa)の 主 要 な構 成 員(貴 族 と側 近 の官)

は,108家(延 べ369名)に の ぼ るが,ヴ ォダル スキ イは更 に これ ら有 力な家 を

次 の よ うに 三 つに分 け た。即 ち,

①17世 紀 のみ な らず,15-16世 紀 にお い て も会 議 の構 成 員 をあ わせ て2名

以上 輩 出 した 家(40家,延 べ175名)。

②17世 紀 に のみ2名 以上 の会 議 構 成 員 を輩 出 した 家(33家,延 べ162名)。

③17世 紀 に の み会 議 の構 成 員を輩 出 した が,そ の数 が1名 で あ った家(35

家)。

こ うして,① ② の合 計73家(延 べ337名)こ そ が政 府 の首 脳 部 を構 成 した の

くお

であ る,と 。 以上 の区分 に 従 う時,チ ェル カ ッスキ イ家 の 占め た位 置 は 明瞭 で

あ る。即 ち① の グル ー プに所 属 した公 家 は,そ の なか で も延 べ7名 の会 議貴 族
ぐ　ウ

構 成 員 を 輩 出 し た,ま さ に 指 折 り の 家 柄 で あ っ た と い え よ う 。

こ う し た 政 治 支 配 層 の 上 層 部 が 同 時 に 土 地 貴 族 階 級(3eMenbHaflaPUCT・

KpaTHH)の 頂 点 に い た こ と は 容 易 に 想 像 の つ く と こ ろ で あ る 。1696年 の 時 点

(5)CM∂.T.15.M.,1974,cTp.841-842.

(6)兄.E.BoAapcKH鈍.npaB別llafirpynnacBeTcKKxΦeo八aπoBBPoccHHB

XVIIB.《,[(BOPπHCTBOHKpenocTHo茸cTpo荊PoccHuXVトXVIIIBB.》c6.

cT.M.,1975.ero》Ke.HaceneHHePoccHKBKoHlleXVII-HaqaneXVIII

BeKa.M.,1977cTp.60-78等 の 最 近 の 研 究 参 照 。

(7)A.E.BoAapcKmb,r'IpaBfimaHrpynna,cTp.66-77.こ の 時 期 の 貴 族 会 議 に つ

い て は,B.0.KnioqeBcKHti,BoApcKafi且yMaAPeBHeAPycH、4-oeH3几1>S.,

1909,cTp.388-452.参 照 。

(8)SI.E.Bo,iEapcKHti,yKa3.coq.cTp.76-77.最 高 は ゴ リ ツ ィ ン 家 の12名,続 い

て サ ル ト ウ イ コ フ 家(11名),シ ェ レ メ チ ェ フ 家(10名)な ど 。
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で,こ う した 人 々 の 所 有 従 属 民 世 帯 数 を み て い くと,巫.月.チ ェ ル カ ッ ス

キ イ(9083世 帯)が そ の 筆 頭 に あ り,刀.K.ナ ル イ シ キ ン(7618世 帯),H.H.

　ヤ

オ ドエ フスキ イ(2185世 帯),A.C.シ ェイ ン(1889世 帯)が それ に続 いた 。

こ う して 「貴 族 会 議 の構 成 員へ の任 命,こ れ らと関 連 した 重 要 ポ ス トの受 領,

及 び ツァー リへ の近 さが 土地(し た が って農民 引 用老)の 獲 得 を 容易 に し
くユゆ

た こ とは確 か」 であ った 。 チ ェル カ ッスキ イ家 の こ うした 群 を抜 い た富 の所 有

も,政 府 内 にお け る卓 越 した地 位 一17世 紀 に おい ては,一・一・一度 な らず政 府 首 脳
でユ　ひ

と してあ った 一 に 由来 す る こ とは,容 易 に想 像 で きる。

さて,18世 紀前 半 に お け るチ ェル カ ッスキ イ家 の相続 人 た る ア レクセ イ ・ミ

ハ イ ロヴ ィチ(1680-1742)の 勤 務歴 は ,以 上 の こ とを裏 書 き してい る。即 ち,
ヴオエヴオダ

1702年,ト ボ リス ク の軍 司 令 官 で あ った 父M.H.チ ェ ル カ ッス キ イ(?-1712)

の補 佐 官 を 皮 切 りに,彼 は,1714年 に は ペ テ ル ブ ル グ の 都 市 建 設 委 員 会 の 委 員

に 任 ぜ られ,1715-19年 に は 新 首 都 ペ テ ル ブ ル グ の 行 政 長 官(06ep-KoMvaccap)

を 勤 め た 。 更ee1719-一 一24年 に は シベ リ ア県 知 事(ry6epHaToP)の 要 職 に あ り,

ロ　ラ

1726年 か ら元老 院議員及び枢密院顧 問の地位に あ ったのであ る。 こ うした文字

通 り政府高官 としての ア レクセイ ・ミハイ ロヴ ィチが,同 時に彪大な土地 と農
ぐ　 ヤ

民 を擁す る大封建領主 であった ことも改 めて指摘す るまで もないであろ う。

(9)TaM》Ke,cTp.85-104.R.ヘ リーは,貴 族 会 議 構 成 員 全体 が,平 均480世 帯

(1670年 代 末)を 所 有 す るモ ス ク ワ国 家 の、、theupperupper-serviceclass"で あ

る,と 指 摘 した 。R.Hellie,EnserfmentandMilitaryChangeinMuscovy.

Chicago.,1971.pp.22-23.

⑩ ∫工E.Bo双apcKH費,HpaBH田aHrpynna,cTp.75.

⑪CH9,T.15,cTp.841-842,

⑫TaM⊃Ke,CTP.842.

⑬18世 紀 初 頭 に は,全 国25の 郷 に また が り,6870世 帯 を 数 え た 。 この 時期 の彼 の所

領 経 営 に つ い て の 研 究 は な い が,17世 紀 に つ い て は,シ チ ェペ トフに よる分 析 が あ

る。K.H.皿 【eneToB,noMell1-benpe八npHHHMaTeπbcTBoBXVIIB.

《PyccKoerocyAapcTBoBXVIIB.》c6.cT.M.,1961.こ れ に よ る とH.K.チ

ェル カ ッスキ イ公(ア レ クセ イの 租 父)は,自 己 の所 領 か らの父 租 伝 来 の方 法 に よ

る収 奪 に 満足 せ ず,商 品 貨 幣経 済 の発 展 の契 機 を 敏 感 に捉 え て,所 領 内 の資 源 を積

極 的 に活 用 す る「新 しい タ イ プの土 地 所 有 者 」で あ っ た 。 即 ち,伝 統 的 な穀 物 生 産 を

継 続 す る一 方,他 方 で は 各 地 域 の経 済 的 特 殊性 に 応 じて,「 企 業 経 営 」 に乗 り出 し

た の で あ る。 豊 か な森 林 資 源 と農 民 の賦 役(無 償 労働)を 利 用 して の 石 灰(ポ タシ)



「領地管理令」研究への一視角(土 肥) 79

1719年1月1日 付 で,A.M.チ ェル カ ッスキ イ公(お そ ら くそ の代理 人)に よ

り,モ ス ク ワ郷 マル コヴ ォ村 の領 地 管理 人 へ与 え られ た この訓令 は,18世 紀初
ご　の

頭 の幾 つ か の残存 の管 理 令 の なか で も,そ の 内容 の詳 細 な こ と と整 った 形 式 を

備 えて い る点 で,ひ と きは 際立 った 存在 であ る。 またそ れ は,単 に マル コ ヴ ォ

村 とい う,ひ とつのたぶんに地域的経済的特殊性を帯びた村の経営=管 理に焦

点 を 絞 り,専 らそ の 目的 のた め にだ け 書 かれ た,と い うの では な く,む しろ彼
こ　うり

の他 の所領 へ の普 及 を前 提 と して書 か れ てい た 点 に注意 す る必 要 が あ る。 即 ち,

こ こに はチ ェル カ ッスキ イ公 の所 領経 営 の,い わ ば 一般 原則 とで もい うべ き も

のが述 べ られ てい るの で あ り,そ して この点 に こそ,公 の所 領 が,40年 代,』唯

一 の相続 人 であ った娘 の結 婚 に よ り
,全 体 と して シ ェ レ メチ ェフ家へ 移 った の

ち も,こ の管理令が多少の変更を蒙 りなが らも,長 期にわた って おそ らく
く　　コ

1861年 まで 利 用 に 供 され た こ・との最大 の理 由 が あ った と思 わ れ る。

生 産 は そ の代 表 的 な もの で あ る。 また 彼 の所 領 内 の イ ワ ノ ヴ ォ村(ス ー ズ ダ リ郷)

とパ ヴ ロヴ ォ村(ニ ジ ェ ゴ ロ ド郷)は,そ れ ぞ れ亜 麻 織 物 と金 属 製 品 の 生産 に 村 全

体 が専 業 化 し,そ の 村 の製 品 は 全 国 の 市 場 へ 出 回 った の で あ る。 こ う した チ ェル カ

ッス キ イ家 の 多 角 的 な 所 領 経 営 の相 似 形 と して,17世 紀 で はB.H.モ ロ ゾ フの経 営

を,18世 紀 初 め で はA.皿.メ ソ シ コ フの そ れ を 挙 げ る こ とが 出 来 る。

n.H.neTpHKeeB,1〈pynHoeKpenocTHoexo3月ticTBoBXVIIB.JI.,1967.

C'1>LTpoHllKHth,Xo3fi雌cTBoKpynHorocaHoBHHKaPoccHHBnepBoti

geTBepTHXVIIIB.《Pocc朋BnepHo双apeΦopManeTpaI.》.c6.cT.M.,

1973参 照 。

a4ア レ クサ ソ ドロ フ の前 掲 書 に は,附 録 と して,50足 らず の領 地 管理 令(発 行 領 主,

年度,所 領 所 在 地,史 料 の所 在)の 一 覧 表 が あ る(B.A.AneKcaHnpoB,yKa3.

coq.cTp.319-322)が,18世 紀 第1・4半 期 に 関 す る もの は7つ で あ る。

⑮H.Φ.HeTpoBcKafi,YKa3.coq.cTp.223.

⑯1・1.Φ.neTpoBcKa兄yKa3coq.cTp,223.n.B.シ ェ レメチ ェ フの1764年 の

領 地 管 理 令 に は,こ の1719年 の チ ェル カ ッスキ イ公 の そ れ の 「72項 目が,全 体 と し

て書 き写 され,し か も多 くの部 分 が逐 語 的 に 書 き 写 され た 」 とい う。 な お この シ ェ

レメチ ェ フ家 の もの は,K.H.LUeneToB,KpenocTHoenpaBoBBoTqHHax

mepeMeTeBHx.M.,1947,cTp269-285に 所 収 され て い る(筆 者 未 見)が,こ

の 管理 令 の 内容 に つ い て は,ア レ クサ ン ドロ フが 言 及 して い る。B.A.AπeKcaHA

poB.YKa3.coq.96--97.な お マ ル コヴ ォ村 自体 は,17世 紀 末 の段 階 で約80世 帯

(人 口300程 度)の,と りた てて 言 うだ け の 特 色 の な い 中 規 模 の村 で あ った 。H.Φ.

1"leTpoBcKaH.yKa3.coq.,cTp.222.
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(三)

本 節 で は,ま ず この領地 管理 令(全 十 章118項 目)の 内 容を,全 体 と して

一 細 か な点 に 立 入 らず に一 概 観 した い と思 う。

第 一章 は,新 旧の領 地 管 理人 の所 領 の管理 事 務 の 引 き継 ぎに関 す る規 定8項

目か ら成 ってい る(OpocnncKeHoBoMynpnKa3HoMycnpe)KHHM・)。

新任 の領 地 管 理 人 は,ま ず裁 判 小 屋(cyAHaAva36a)で,所 領 のあ らゆ る文

書,我 が 主人(チ ェル カ ッスキ イ公)の 指令 を書写 す る こと,そ して村 に あ る

教 会,そ の 中の あ らゆ る道 具類(イ コ ン,祈 祷 書,法 衣 な ど)及 び 鐘,ま た そ

この使 用 人や 労 務者 の人 数 とそ の素姓,な どに つ い て調 べ 記載 す る よ う義 務 づ

け られ た。 村 に あ る主 人 の屋 敷 の老 朽,破 損 に つ い て も同様 であ った。
で　　カ

次 に,こ の村 全 体 が 担 う賦 課 額(BNTHoeTHrno)を ウ ィチ 当 りの 耕 地 ・採

草 地 ・附 属 地 と と もに 記 録 し,か つ 再 点 検 す る よ うに義 務 づ け られ た 。 また 各

世 帯 に つ い て は,「 そ の 男 女 の 名 前 と と もに,そ の 父 とあ だ 名(np63Bvame),

そ して 年 令 を 」,そ の 農 民 の担 う賦 課 額 及 び 「い か な る文 書 に よ り緊 縛 さ れ て

い る か 」 を 記 載 し,ま た 入 村 した 者,カ ザ ー クに つ い て も,緊 縛 の 法 的 根 拠 を

明 らか に して お く必 要 が あ った 。

村 に あ る我 が 主 人 の 諸 々 の 施 設(製 粉 所,工 場)の 位 置 とそ の 数 の確 定 及 び

年 間 の 収 益 に つ い て の 施 策 も管 理 人 の 管 轄 す る と こ ろ で あ り,一一手 扱 い(OTKyn)

に 委 ね られ た 場 合 に は,そ れ に つ い て 確 認 文 書(nopy皿HaH3anHCb)を 作 成 し,

そ の 人 物 の 名 前,そ の 期 間 を 記 載 す る こ と,そ して 着 任 後 た だ ち に,土 地 台 帳

(nvaCUOBafiBbmHCb)に よ り所 領 の 境 界 を 厳 し く検 査 し,印 の な い 境 界 に は 印

aTウ ィチ(BblTb)と は,個 々の農民経営 に属 す る耕地 面積 及びそれ に基いて支払

い,担 う貢租 ・賦役額 を意味す る。例 えば,17世 紀半 ばのあ る所 領 の農民世 帯の多

くはY8ウ ィチ であ った(A.1・1.HeTpHKeeB,yKa3・co9・cTp.136)。 この時 期

は また,そ うした制度 の変化 にあ た っ てい た(A.,1'1.皿lanHpo,nepexoAoT

BbiTHoAKfioBeHegHoncHcTeMeo6no}KeHuaKpecTbπHBnaneabuecKHMH

noBllHHocTHMH.《EaHBE1960r.》,KHeB.,1962参 照 。)が,チ ェル カ ッスキ イ

公領 では旧来 の方法 が採 られ ていた の であ る。
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を つ け,そ れ を 明確 に し,か つ 監視 す る こ とが 義 務 づ け られ た(6,7)。

以上 が,新 任 の領地 管理 人 が早 急 に処 理 す べ き仕 事 であ り,こ れ らに 関 して

帳 簿 をす べ て 為 し,「 モ ス ク ワへ 送 り,そ の写 しは,こ の村 にす べ て,固 く綴
く　 ひ

じ合せ て残 す」 べ き こ とが 義 務づ け られ た 。

第二 章 は,村 の建 物,施 設 の保 全 とそ の補修 に関 す る規 定5項 目であ る

(OxpaHHHvanoqHHKecTpoeHHH)o

村 にあ る神 の教会,我 が主 人 の屋 敷そ の 他 の建 物,製 粉 所及 び工 場 な どは,

老 朽 化 し,補 修 が 必要 と認 め られ る場 合,そ れが 小 規 模 な もの で あれ ば,各 々

の会 計 の枠 内 で処 理 し,大 が か りな もの に関 して のみ,そ の見積 りを添 え て,

モ ス ク ワの指示 を仰 ぐべ し,と された 。 また,製 粉 所 や工 場 が,一 手扱 い に委

ね られ てい るい ない に拘 らず,そ の使 用者 に よって荒 らされ た り,破 損 され た
ごユ　

りす る こ との ない よ う,そ の 保全 と監視 を義 務 づ け され た ので あ る。

第三 章 は,所 領 の農 民 にた い す る,と りわ け政 治的 監視 に関 す る規 定34項 目

で あ る(OcMoTpeHHHHanKpecTbflHbl)。 だ が,こ の章 の内 容 につ い ての検

ご　

討 が本 稿 の中心 的 課題 であ るた め,全 面 的 に 次節 に譲 る こ とに す る。

第 四 章 嫉,農 民 に対 す る裁 判,制 裁 及 び彼 らの相続 に関 す る規 定17項 目で あ

る(OcyAe)o

農民 にた い す る裁 判 と制裁 は,そ れ が軽 微 な事 件 であ る限 り領 地 管 理 人 と ミ

ールの手 に委ね られ ていた が ,そ の執 行 にあ た っては,「 遅 滞 な く,欲 得 な く,

法 典 に よ り」 「神 の裁 きで あ る こ とを恐 れ て」 「最 もた だ し く為 す」 べ き こ と

が 領地 管理 人 に要 求 され た の で あ る。 「小 さな 罪に たい して大 きな制 裁 を加 え

ては な らず,大 きな 罪 にた い して,賄 路 のた め巧 み を講 じては な らず(HeCHO・

paBnfiTb),た だ し く為 すべ し」,と 。

農 民 か ら提 出 され る嘆 願 に つ い ては,こ れ を 引 き延 す こ とな く受 け付 け,嘆

願 者 を モ ス クワ まで派 遣 して は な らず,そ れ に つ い て指示 を要 求 す べ き こ と,

⑱H.Φ.rleTPoBcKafi,yKa3.co9.cTp.246-247.

09TaM)Ke,cTp.247-248.

⑳ 本 稿87-92頁 参 照 。
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く　り

また農民 のこ うした嘆願書は,帳 簿に記載す ることが義務 づけ られた。

また,こ の章 では農民の死後の財産(動 不動産の処理,相 続人に よる分割)
　き　ヤ

につ い て,そ れ ぞ れ の ケ ースに応 じた細 か な指示 を与 えて い る。

第 五章 は 貢 租 の徴 集 に 関す る規 定18項 目であ る(0360peno双aTe恥 。

まず君 主 のす べ て の貢 租を ミール の決 議 で もって徴 集 す る こ と,そ の任 に あ

た るのは,農 …民 の中か ら選 ば れ た 貢 租徴 集 人(c60PHIIK)で あ るが,彼 は そ の

貢 租 が,い か な る勅 令 に よる ものか,ど の位 の貢 租 が徴 集 され た か を,帳 簿

(360PHHeKHHrH)に 記 載 す る こ と,そ して,こ の こ とが滞 納 のな い よ う,正

し く徴 集 の任 に あた るべ きで,領 地 管 理 人 が,貢 租徴 収人 と村 の書 記 を監 視 す

る義 務 を 負わ され た 。

我 が 主人(チ ェル カ ッスキ イ公)の 貨 幣 につ い て も,「 定 め通 り,こ れ につ

い て の指示 や派 遣 を待 た ずに徴 集す べ し」。 そ して,君 主 と我 が 主 人 へ の貢 租

のほ か に,管 理 人 や 他 の上 役(HaqaJlbHHK),屋 敷 の支配 人(fiPaBHTenb)な ど

へ 贈 物 を届 けた りしては な らず,そ のた め に農 民 か ら徴 集 して は な らな い,と

釘 を さ した6

年 度 のは じめ に,領 地 管理 人 は,そ の年 度 の収 入 と支 出を記 載 す る 「2冊 の

白 い帳 簿」 を作 成 す る こと,君 主 の貢 租 は定 め られ た だ け支払 い,町 で領 収 書

(OTnHCb)を とる こと,モ ス ク ワへ の貨幣 の送 付 に さい しては,護 送 のた め,

選 抜 農 民,カ ザ ー クを 伴 い,定 め られ た 期 間 内に送 るべ き こ と,な ど詳 し く規

定 され た。

一 手 扱い に だ され る予定 の工 場を 放 置 しては な らず
、希 望 の もの に与 え る こ

と,確 認 文書 を作 成 し,そ の貸与 期 間 と貨幣 支 払 を記 す ことは,既 に指 摘 され

てい るが,こ こでは,そ の保 証 人 に は,富 裕 な人 を採 るべ き こ と を 規 定 し

た 。

⑳ 農 民 の嘆 願 書 の 内 容 は,圧 倒 的 に 貢 租 に 関 す る もの が多 い が,彼 らの最 も 日常 的

な レベ ル で の闘 争 で あ っ た 。 最 近 の 文 献 と して,A.M.PacKHH,KpecTbHHcKHe

geo6HTHbleBKpynHo跳MoHacTpblcKotiBoTgHHeBnepBo跳qeTBepTH

XVIIIB.《npo6πeMH(1)eo,!zanbHotiPoccmH.》c6.cT.M.,1971参 照 。

②2》H.Φ.nerrpoBcKaH,YKa3.co9.cT'p.255-257.1
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ミールの集会 で,貢 租を滞納 してい る農民を明 らかに し,帳 簿に記 したのち,

その滞納金を,所 領 のすべての農民か ら徴集すべ し,と い う連帯責任制の規定

が なされ ると同時に,火 事 で焼 き出された り,盗 みに入 られた り,あ るいは神

の意志に よ り馬や家畜が散 りち りにな った,こ うした零落農民,貧 しくて耕作

不能な農民 の土地 は,す べての農民が耕 し,播 種 せねばな らなか った。 これは

貧農が,よ り一層 の貧困に陥 ることを防 ぐため もあるが,む しろ 「土地 を空地

(BnyCTO)の まま放 ってお く」 ことのないためであ り,も し播種 されていな

い土地 が発見 され るな ら,そ の監視役であ るウィチ頭 と当の農民を,ミ ールの

集会で制裁を加えるべ きことを規定 した。

その他,村 長=ス タ ロス タ,貢 租徴集人,カ ザ ー クに対す る免租規定,新 し

く開拓 された耕地にたい しての軽い貢租規定,な どが この章 の 主 な 内 容であ
ご　　り

る。

第 六章 は,所 領 の境 界,森 林 及 び あ らゆ る附属地 の監視 に 関 す る規 定5項 目

で あ る(OcMoTpeMe}KHrpaHetiHnecoBHBcflKHxyConeti)。

まず 領 地管 理人 は,毎 年,村 の若 い農 民5名 と と もに,所 領 の境 界 の確 認 を

行 い,前 以 ってそれ に 関 す る係 争 を防 ぐこ とを 義 務づ け られ た 。 また,も し外

ノ

部 の人 に よる我 が 所領 内 の森 林,採 草地 の所 有 とい うこ とが 明 らかに な った な

ら,文 書 で調 べ,モ ス クワへ知 らせ る こ と。 更 に,こ の村 の養 蜂 用 な どの森 林

(60pTHbrevaqepHb!eπeca)Uこ つ い て,管 理 人 は,選 ば れ た山守 り(πecoB㎎HKH)

とと もに,山 へ の立 入 りや 採取 を監 視 せね ば な らない 。 も し盗 材が発 生 した な

ら,そ の者 を捕 え,モ ス クワの指示 を仰 ぐべ きで あ り,自 己 の欲 得 や 親 密 さの
こ　の

た め に 見 逃 して は な らな い こ と,等 々が 規 定 され た 。

第 七 章 は,町 に 住 む 領 地 管 理 事 務 の 担 当 者 と在 地 の 管 理 人 と の 間 の 通 信 ・連

絡 に 関 連 す る規 定8項 目で あ る(OropozLoBothvaBoTqllHHoile3nenpMKa3Ho,

vaonPlle3AeBBoTqHyropoノ 真oBblxrocyAapBblxnK)AeH3ayKa3HHMH

AenaMH,Ho60TnpaBJIeHHHBropo双ex.)o

⑳TaM>Ke,cTp.257-260.

⑳TaM)Ke,CTP.260-262.
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所 領 のあ らゆ る仕事 のた め に,町 に 出 向 くさい に は,管 理 人 は ス タ ロス タ と

村 の書 記 を伴 い,小 さな仕事 のた め には ス タ ロス タ と村 の書 記 だ けを,い ずれ

もカザ ー クの荷 馬車 で(HaKa3agbHxnoABoAax)派 遣 す る こと,町 で用 事 も

な くグズ グズ してい ては な らない こと,を 規定 した6管 理 人 に よる境 界 の 監

視,貢 租徴 集 人 に よる諸 貢 租 の徴 集 に も,そ れ ぞ れ カザ ー クの荷 馬車 で,為 す

べ き ことを義 務付 けた'(カ ザ ー クの用 心棒 的 役 割)。

逆 に 町 か ら来 た 人 々に つ い ては,大 きなそ して不 必 要 な支 出 な く,も てな す

べ き こ と,そ の支 出につ い て一 人 数,用 件,滞 在期 間,購 入 物 とそ の価 格 一

帳簿 に記 載 す る こと,ま た彼 らが,い つ まで も滞 在 す る こ との な い よ うす べ き

こ と,な どを注 意 した。 また,こ こで改 め て,所 領 のあ らゆ る仕 事 に つ い ての

嘆願 書 や ス カース カは,町 へ管 理 人 の手 に よって一 ス タ ロス タや村 の書 記 に
く　 り

よって では な く一 与 え る こ とを規 定 した。

第 八章 は,管 理人 同志 の和 合 のす す め,の ほ か に,所 領 の あ らゆ る事 柄 に つ

い て の帳 簿へ の記載 とそ の方 法 に つ い て,そ して村 の管 理 人 の仕 事 の枠 を越 え

る諸点 につ い て の規 定10項 目で あ る(OcoMacHHnpHKa3HorocBoHMvanpH・

Ka3HblMHHonocNnKeBMocKByYKa3HblxHApyruxAeJIHo60An。

PaBeHe3aMeAneHHo蕗noyKa30M)o

まず,我 が 主 人 の領 地 管 理 人 同志 の和 合(cornaClle)を す す め た あ とで,ミ

ール か らの嘆 願 者 を ,い か な る事柄 で あ って も,モ ス ク ワに 派 遣 しては な らず,

そ の嘆願 書 は管 理人 が 受 理 し,送 るべ き こ とを,こ こで も繰 返 し規 定 してい る。

次に,貢 租 の支 払 い な どのす べ て の事 柄 につ い て大公 の勅 令 を 書写 す る こ と,

あ らゆ る徴 集 した物 品 の月毎 の一覧 表(MeCfiqHbleTa6e西H)を モ ス ク ワへ送

付 す べ き こ と,そ の際 の 署 名,年 月 日,番 号 を記 載 す る こ とを,そ の違 反 に対

しては 罰 金 を も って のぞ んだ 。 また,収 支 の帳 簿 は,年 度 の終 りの ミール の会

議 で,選 抜 農 民 と ともに読 み あげ,も し何か の争 い が あ るな らば 立証 す べ き こ

と,そ して この帳 簿 は,ス タ ロス タ,選 抜農 民 と と もに,カ ザ ー クの荷 馬 車 で

29TaM⊃Ke,cTp.261-262.
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即 ち護 衛 で,モ ス ク ワへ送 るべ き こ とを規 定 した。

さて,こ の村 の領 地 管 理 人 は,次 の諸点 に お い て屋 敷 の支 配 人 の指示 に文句

な く服 従 す べ き(6e3npoeKocnoBeHHoenocny田aHHe)と され た 。①.所 領 間

の農民 の移動(住)。 ②.土 地 と農 民,あ らゆ る附属 地 の供 与 あ るい は譲 渡 。

③(結 婚 に よ る)所 領 外 へ の未亡 人 と娘 の解 放 。 ④ 定め 以 上 の貨幣,敷 物,

森 林 を外 部 の ものへ与 え る こ と。 ⑤.訴 訟 で の譲 歩 ・屈服 。⑥.森 林 へ の立 入

り許 可。 ⑦.土 地 と農 民 の訴 訟 で の取 引。⑧.土 地 の取 引。 以 上 の事 柄 は,村

の領地 管 理 人 の権 限 を超 えた 問 題 とされ,そ れ に つ い て の領 主 の 決定 に は,既

ぐ　　り

述 の一 般 的規 定 に 拘 らず,従 うべ き もの とされ た の であ る。

第九章 は,我 が 主 人 の直営 地 とそ の収穫 に関 す る規 定11項 目で あ る(OnamHe,

oceHe,oxJle6erocyAap"Ha皿 【ero)o

まず,我 が主 人 の直 営 地(AecfiTHHHafinalllHfi)を,農 民 に ウ ィチに応 じて

配 分 し,耕 作,播 種,刈 取 りの仕 事 を為 す べ き こ とを 義務 づ け た 。そ の さい,

時 機 を逸 さぬ よ う(HeynycTHBPeMeHH),ま た 農 民 の仕 事 のあ とに な る こ と

がな い よ う(HenocneKPecTbHHcKotina田HHHceByM》KaTb幻 監 視 す る

こ と,採 草 地 の場 合 もま った く同様 で,時 機 を のが す こ とな く,農 民 の刈取 り

の まえに 刈取 るべ き こ と も規 定 した 。

畠か ら刈 り取 った穀 物 と干草 は,そ れ ぞ れ 打穀 小 屋 と納 屋 に運 び 入 れ,穀 物

は打 穀 の まえ に湿 りが ない よ う入 念 に乾 燥 させ る こ と,だ が そ の際,火 災 の危

険 を伴 うか ら農 民 に よる監 視 当番 を つ け る こ と,ま た穀 倉 と納 屋 は 雨漏 りな ど

が ない よ う,前 以 って修 理 す る こ と,納 め られ たす べて の納 屋,穀 倉 に は,管

理 人が 封 印 を な し,監 視 す べ き こと,が 規 定 され た 。

また,そ れ らの 支 出 につ い て,そ の年 に播 種 され た あ らゆ る穀 物,収 穫 され
ぐ　 り

た もの,に つ い て各 々帳 簿 の作 成 を義 務 づ け られ た ので あ る。

第十章 は,領 主 直営 の厩 屋,鳥 小屋,家 畜小 屋 につ い ての規 定4項 目であ る

(Ol疋BopaxKoHcKHxHnTHqbHxHcKoTHblx)o

⑳TaM)Ke,CTP.262-・264.

⑳TaM)Ke,cTp.264-267.
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所領 内の飼 育場(3aBOZE)で 飼 わ れ てい る馬,家 畜,鳥 につ い ては,そ の成

果(?)が 少 くな い よ う,し っか りと熱意 を もって監 視 す べ き こ とな どが規 定
し　　ひ

されたが,と りわけ馬 の飼育 に大 きな注意が払われた。

以上,全 十章118項 目 に及ぶ チ ェルカ ッスキ イ公の領地管理令の内容を,第

三章 を除いて概観 してきたわけだが,い まこれを内容の上 か ら更に次 の三点に

要約 ・整理 してお こ う。

第一点は,村 にあ る教会,領 主の諸施設(屋 敷,製 粉所,工 場,厩 屋な ど)

の保全 とその運営 についての規定 であ る。即 ち,建 物 の補修や,破 壊か らの防

止,そ してそれ らの設備か ら出来 るだけ 多額 の収益をあげることへ の努 力が,

領地管理人には要請 されたのである。 また領主直営地 の管理 と経営,及 び所領

の境 界や森林 の監視についてな どの規定 も,こ れ に含め ることが出来 るであろ

う。

第二点は,村 の農民か らの諸貢租(大 公及び我 が主人に支払 う)の 徴集 とそ

の取 扱い ・送付に さい しての細か な注意義務に関す る規定であ る。農民か ら徴

集 された諸 々の貢租は,す べて多寡に拘 らず帳簿に 記 載 され,モ ス クワの館

(そ この管理人)へ 報告 されなければな らなか った。年度末には収支台帳を も

って,会 計監査 のため領地管理人 と村役人層は モス クワまで出向かねばな らな

か ったのである。 また単に農民か ら徴集 された貢租 の取 扱いにたい してだけ厳

密 さが要求 されたのではな く,領 地 管理人の経営管 理活動の さい の諸経 費につ

いて も,ま った く同様 であ った。

第三点は,村 の農民の社会 的諸行為にたいす る監視 についての規定 であ る。

ここでは,そ の中心 であ る第三章 は除 いたが(次 節),農 民 の裁 判 と制裁にかん

す る規定,ま た繰返 し強調 された嘆願状 の取扱い規定 な どが これ であ る。そ し

て,ル ピンシ ュテ インが述 べた如 く,18世 紀前半 の領地管理令 の本質的特徴が

農民に対す る警察的監視にあ った とす るな ら,そ の ことは何 よ りも,こ の領地

管理令が全118項 目のほぼ3割 を,こ の監視条項一一章 に さいてい ることか らも,

圏TaM)Ke,cTp.267-268.
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おお よそ 判 断 で き るの であ る。 以 下 この点 に絞 って詳 し く検 討 してい くこ とに

しよ う。

(四)

チ ェル カ ッスキ イ公 の領 地 管 理 令第 三章(農 民 の監視 につ い て)は,村 の教

会 の保 全 とそ この住 人 の監視 規 定 で 始 ってい る。 まず,教 会 の聖 職 者 に対 して

理 由 な き侮 辱 や貢 租 を 禁ず る とと もに,特 に教 会 の召使(ZlePKOBHIIKII)に 対

して よ り多 く監 視 の 眼が 向け られ た 。即 ち,彼 らを無 断 で採 用 して はな らない

こ と,彼 らに よる教 会 の道 具類 の盗 み に対 して注 意 を 向 け る こと,更 に,彼 ら

の もとに盗 人(BOPOBCKvaenK)AH)一 逃 亡 中 の兵 士 や 農 民 を 含む 一 が 逗 留

す る こ とのな い よ う,眼 を光 らせ る こと,な どを 義務 づ けた の で あ る。第 一章

で も,村 の教 会 の建 物 の保 全,そ の 補修 と盗 み に対 して注 意 が 向け られ て いた

が,こ こで は更 に,そ こに住 み,と き と して村 の治 安を乱 しかね ない 召使 が,

管 理 人 の監 視 の対 象 とされ た の で あ る(1,2,3,4)。

次 に,領 地 管 理 人 を補 佐 す る と と もに,村 の 「自治」 の要 とな る,村 役人 の

選 出 の規 定 が続 く。 まず村 の首 長 と して,村 長(CTapOCTa),次 い で貢 租徴 集

人(c60PHHKva),村 の書 記(3eMCKIIeZKbfiKH)が,「 ミール の 同意 を もって」
で　 ヤ

選 任 され た 。 また 他 の事柄 の た めに,「 善 良な る人 々」 が 指示 され た 数 だ け選

ばれ た 。即 ち,貢 租 のむ や み な徴 集や 支 出 を摘 発 す るた め の役 人(cqeTgHKH?)

を,善 良かつ 「酔 っぼ らい で ない」 人 々か ら選 ぶ こ と,ウ ィチ頭(BblTuzKH),

十 人 組 長(双eC朋KHe)を,同 じく 「善 良な 人 々」 か ら選 ぶ こと,を 義 務 づ け

られ た。 前者 の役 割 が,村 の経 済 生 活 につ い て の監 視 に あ った とす るな ら,後
ぐおび

者 は,治 安 と秩序の維持 をその主要な任務 としていたのである。そ して急いで

(29)他 の所 領 で は,cTapocTaの 代 りに,6YpMHcTp,cTap皿HHaが,ま たc60pHHKH

の代 りにOKnaAHHKHが,用 語 と して 使 わ れ た が 内 容 に 大 き な違 い は な い と思 わ れ

る。B.A.AneKcaHApoB,yKa3.co9.rn.II参 照 。

(3・O)村 の全 生 活 を純 粋 に 警 察 的 規 制 下 に おい た こ とで 有 名 なA.n.ヴ ォル イ ンス キ イ

の管 理 令 に よ る と,各 十 人 組 長 は,毎 朝 夕,彼 に 委 ね られ た10世 帯 を 巡 回 し,住 居

の 保 全,外 部 の もの の 出入 りを チ ェ ッ ク した 。 また何 人 も,彼 の 許 可 な く して村 か

ら出 る こ とは 出 来 な か った 。TaM}Ke,CTP.55-56.
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付 け加 えね ば な らな い こ とは,領 地 管 理 人 が,こ うした 村 役人 の選 出に干 与 す

る ことは厳 し く禁 止 され た こ とであ る。 彼 らはた だ,こ うした 人 々が,真 に 「無

欲 で,プ ラ ウ ダに仕 え るか,農 民 に貢 租 や 侮辱 をな さない か」 を監視 す る義 務

を 負 った の であ り,具 体 的 な人選 に まで干渉 す る こ とは 慎 しまれ た の であ る

(5,6,7,8)o

さて,こ の第三 章 の監 視条 項 のな か で 中心的 位 置 を 占 め るのが,外 部 の もの

が 所 領 内へ 立 入 る こ と,及 び村 の住 民 の外 出(含 逃 亡)に つ い て の規 定 であ り,

これ には13項 目が あ て られ て い る(9～21)。

まず,第9項 では 次 の よ うに述 べ られ る。 「領 地 管 理 人 は,ス タ ロス タ,ウ

ィチ頭,十 人組 長,あ るいは す べ て の農民 及 び カザ ー クに,彼 らが 盗人,逃 亡

リュジ イ及 び農 民,兵 士,竜 騎 兵,あ らゆ る外 来 の人 々を 留 め置 か ぬ よ う,ま

た盗 人 の集 団が,塩,タ バ コ,酒 の販 売,禁 止 され た森 林 の伐 採,ま た 君主 の

勅令 に よ り禁止 され て い る他 の いか な る事 柄 を も,い か な る場 所 で も決 して為

さぬ よ う,勅 令 を公 け に し,監 視 す べ し」。

の ちに 検討 す る よ うに,こ うした 規 定 は,18世 紀 初 頭 の 領地 管 理令 の なか に,

ほ とん ど例 外 な く盛 り込 まれ てお り,こ の種 の 問題 の常 態 化 とそ の取締 りの緊

急 性 を うか が わせ る のだ が,続 く第10項 では,更 に こ うした 逃亡 民 及 び 禁 止 さ

れ た 行為 をな した もの を捕 え,町 の裁 判 所 へ 引 き渡 す こ とを,第11項 で は,こ

れ を放 置 す る領 地 管 理 人 は,管 理 人 自 らが町 の拷 問(rpa,qcKoeHcTH3aHHe)

'へ 引 き渡 され る,と 規 定 して,違 法 行 為 の取 締 りの徹 底 化を 図 った の で あ る。

さて,14,15,16,17の4項 目は,逆 に村 か らの農 民 の逃 亡 に関 す る規 定 で

あ る。

まず,こ の村 か ら農 民 が 逃亡 す る,と い う事 態 が発生 した な らば,ま ず この

件 につ い て二 週 間 以 内に 請願 書(flBoqHaHqeπ06HTHaH)を 書 くこ とと共 に,

次 の よ うな事 後処 理 を 指示 された 。 即 ち逃 亡 後,農 民 が残 して い った ものに 関

して,ま ず 「家 畜,打 穀 済 み の穀 物 は,記 録 した の ち,村 で所 持 す べ き」 こ と,

「播種 され て い る穀 物 は,刈 り取 り,打 穀 して,記 録 した の ち,ス タ ロス タに

穀 倉 で所 持 す る」 よ う命 ず る こ と,家 畜 飼 料 及 び 干草 も同様 にす べ き こ と,で
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あ る。 家 屋 の類(21BopoBoeHxopoMHoecTpoeHHe)は,新 しい もの老 朽 し

た ものす べ て を記 録 した の ち,ウ ィチ頭,十 人組 長,そ して 善 良 な農 民 に与 え

る こ と,そ して彼 らの 残 した チ ャグ ロ地 は,こ の チ ャグ ロが空 っぽ に な らぬ よ

う,ミ ールへ 引 き渡 す こ と,を 指 示 した 。 こ うして,と りあ えず 逃亡 の跡 始 末

が な され た の であ る。

領地 管 理 人 の,逃 亡 に 際 して の役割 は,以 上 で終 るわ け では もち ろん ない 。

彼 らは,逃 亡 民 につ い ての噂(流 言)を 「努 め て しっか りと」 聞 き知 る こ と

(nPOBeAblBaHvae)を 要請 され た のみ な らず,逃 亡 民 を捕 え,そ して町 の裁 判
く　　　

所 へ 連行 し,緊 縛文 書,訊 問調 書 請 願 書 な どを基 礎 に して,す みや か な引 き

渡 しを願 い 出ね ば な らな か った 。

こ うして逃 亡 か ら連 れ 戻 され た 農民 にた い して,管 理 人 は 「旧来 通 り,チ ャ

グ ロ地 へ 命 じ,彼 らの家 財 をす べ て全体 と して,何 らの損 失 もな く返還 す べ き」

よ う取 扱 った の であ るが,し か しな が ら,二 度 目の 逃亡 に た い しては,町 か ら

引 き渡 され た の ち,体 罰 を加 え る よ う規 定 され た。

さて,い った ん逃 亡 した 農 民 が,そ の後 自 らの意 志 で,引 き返 して くる場 合

もあ った 。 そ う した 農 民 につ い て は,ま ず 町 へ 連 行 し,彼 らの 引 き渡 しが す み

や かに な され るよ う指 示 され た。 そ して,彼 らに は 「建物,家 屋,家 財 を,全

体 と して与 え」 るべ き こ と,も し1年 以 上 の逃 亡 であ った な ら,「 我 が 主 人 の

貢 租 の1年 間 の免除 」 を与 え るべ き こ とが 規 定 され た 。逃 亡 が1年 以下 の場 合

には,体 罰 を免 じ,も し手持 ちの穀 物 が な い場 合,2チ ェ トヴ ェルチ の ラ イ麦

が与 え られ た。 以上 の よ うな逃 亡 に つ い て の詳 細 な規 定 と送 還 され た 逃 亡農 民

に対 す る寛 大 な取 扱い は,い わ ば表 裏 をな してい るの で あ って,後 述 の如 き逃

ぐ　 ラ

亡 の 多 発 性 を 媒 介 と し て 考 え ね ば な ら な い 。

こ の 逃 亡 規 定 と 密 接 に 絡 み あ っ て い る の が 出 稼 ぎ 規 定 で あ る 。 商 業 ・ 営 業

(31)裁 判 記 録 史 料 の性 格 に 関 しては,H.A.BaMaHoBa,Ae"aocロcKe6ernblx

KPecTbflHKxononoBKaKMcToqHraKAnflHcTopHHTHrnorocenbcKoro

HaceaeHHfiBnoBoJDKbeBoBTopotinonoBHHeXVIIB.《1'lpo6πeMbrHcTo

qKoBeAeHHH.》T.XL1963.参 照 。

(32)本 稿96頁 以下 参 照 。
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(ToProBHenpoMblcAbl)の た め の農 民 の離 村 に 関 して,こ の管 理令 は,そ の

期間 を半年 か1年 に 限定 し,そ れ 以 上 を禁 止 す る と と もに,旅 券(KOPMe}KHoe

nHCbMO)の 携 行 を義 務 づ け た。 そ れ に は,「 いか な るnPOMblceπ の た め,ど

こへ,ど の位 の期 間」 出 掛け るかが,そ の人 物 の 名前 とと もに 書 き込 まれ た の

ぐ　 り

であ る。 出稼 ぎ農 民 は,期 間 内 に帰 村 す る こ とは もち ろん一 期間 を過 ぎて も

帰 らな い もの は,即 ち逃亡 農 民 で あ り,然 るべ き措 置 が と られ た 一一,帰 村 の

の ち,す べ て の貢 租 を滞 納な く支 払 うべ き こ とが規 定 され た。 前 後す るが,村

で採 用 す る一時 的 な労 務 者 につ い て も,第12項 で,彼 らが旅 券 を もつ近 隣 の領

主 の リュジ イ及 び農 民 で あ るべ き こ とが 規 定 され た 。 そ うした,い わ ば保 証付

きの人 間 であ れば,こ の村 で もな ん らの盗 み も為 さない であ ろ うか らであ る。

む ろん,彼 らを そ の休 暇(OTnyCK)期 間 以上 留 め置 い ては な らず,期 限 が切
ぐ　の

れた ら,た だちに送 り帰すべ きことも忘れず規定 されたのであ る。

さて,村 の農民の結婚 について も,キ メ細かな指示が与 え られてい る。 まず

村 の未亡人 と娘を他の所領 や町へ嫁 がせ ることを禁 止 し 既述 の如 く,そ れ

は領主 の専断事項 であ った,ま た,外 来の農民(例 えば出稼 ぎ農民)に,

村 の娘 を嫁 がせ てはな らない こと,逆 に旅券を持 った外来の未亡人 と娘 と,我

が主人 の農民 との結婚をかた く禁止 したのであ る。更に,兵 役にあ る兵士 の死

亡 についての正 しい調査 もな く,そ の兵士 の妻 と所領 の農民を結婚 させ ること

⑬ 旅 券 制 度 の 正 式 な 発 足 は,1719-26年 に ま た が る(1719.10,旅 券 な し に 留 守 す る

こ と の 禁 止 。1724.6遠 近 の 区 別 と 最 大 期 限 ・-3年 間 一 の 設 定 。1726,印 刷 旅 券 の み

の 有 効 性 の 規 定)が17世 紀 後 半 か ら 私 的 な か た ち で の 旅 券 の 発 行(fiacnOPT,

nπaKaT,noKopMe》KHoenMcbMoな ど)が な さ れ て い た の で あ る 。C.H.CaKoBMq,

rlaMHTHKopMe>KHble,HaeMHb'leH>KlinbleKpecTbHHoTxoJ【HHKoBKoHlla

XVIIB.《AE3a1962r.》M.,1963,B.H.Ka3aHqeB3aKoHonaTeJIbcTBo

戸yccKorouapH3ManoperyハHpoBaHmoKpecTbHHcKorooTxoAaB

XVII-XIXBB.《Bon.HcT.》1970,施6.

(SW出 稼 ぎ に つ い て の 領 主 間 協 定 で あ る が,そ の 実 態 は ま た 別 の 問 題 で あ る 。 な お,

E.レL3ao3epcKaH,BercTBoHoTxo,[LKpecTbHHBnepBo曲no,πoBHHe

XVIIIB.《KBonpocyofiepBoHaqaJlbHoMHaKo田IeHHHBPoccHH(XVH-

XVIIIBB).》c6,CT.M1958.参 照 。
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でお ラ

も禁 じた。

以上 が領地管理人及 び村 の役人層 に課せ られた,農 民のいわば社会的行 為に

たいす る監視義務 であ ったが,次 に農民の経済的諸行為にたいす る監視規定を

みてお こ う。まず農…民,と りわけ富裕 な農…民が領主 の諸施設を一手扱い(OTKyn)

あ るいは請 負(nOAPfln)す る場合,そ の保証人 を外部か らとること,次 に村 民
で　 ラ

が,ボ ブ イ リ(606bmb)身 分 と してあ る こ とが 禁止 され た 。即 ちす べ て村 民 は

農 民 と してあ るべ きで,新 たに ボ ブ イ リと して登 用 しては な らぬ こ とを 規定 し

た の であ る。

チ ャグ ロの 配 分(nepeBePKa)に 関 しては,「 ミール の 決議 」 に従 うべ きで
でヨ　ヤ

あ る とされ,そ の 内部 に 立 入 る こ とは慎 重 に 禁止 され て い たが,但 し,貧 しい

もの が チ ャグ ロを棄 て る(OT兄xqeHbi)こ との な い よ う配 慮 す べ き こ と,そ し

て配 分 は,1年 及 び2年 に(1度)為 す べ き よ う,規 定 され た。 も っと も,そ

れ も大枠 を規 定 した に とど ま り,直 接 介 入す る よ うな ことでは な か った と思 わ
く　 き

れ る 。 重 要 な の は,家 の 分 割(oco6HeJLBOPbl)の 禁 止 規 定 で あ る 。 そ の 結 果

と し て の,農 民 経 済 の 衰 弱 を 恐 れ た か ら で あ ろ う。

そ の 他,第 三 章 で は,村 の 農 民 の 大 酒 飲 み,喧 嘩,乱 暴 な ど の 監 視 と,そ れ

囎 徴 兵 制(peKpyTgHHa)は,1705年 に ロシ ア正 規 軍 の兵 士 補 充 制 度 と して,全 担

税 民 に 課 せ られ た 重 い(生 涯 勤 務)負 担 で あ った 。1724年 まで は,20世 帯 か ら1人

(1708年 まで15-20才,1726年 まで20-30才)が 徴 され た が,実 際 の徴 募 方 法 は,

村 の なか に あ る貧 富 の差 を そ の ま ま反映 した もの で あ った 。B.A.AneKcaHnpoB,

yKa3,coq.rA.V.参 照 。

(36)16世 紀 後 半 か ら17世 紀 に か け て,大 量 現 象 と して あ らわ れ た,こ の 従 属 民 カ テ ゴ

リーに つい て は不 明 な点 が多 い が,彼 らが 土地 を 持 たず,国 家 へ租 税 を 納 めず,領

主 に 対 して の み 特 別 の ボ ブ イ リ ・オ ブ ロ ク(普 通,農 民 の半 額 とい わ れ る)を 納 め

た,過 渡 的 な カ テ ゴ リーで,17世 紀 末 か らは全 て の 点 で農 民 と同 一 に扱 わ れ た 。

A.刀.IllanHpo,3BoaKolluπ606bmbcTBaBXVI-XVIIBB.《 レ【cT.CCCP》.,

1960Nb3参 照 。

(3丁 土 地 割 替 に つ い て は,JI.H.BAoBHHa,3eMenbHblenepeAenNBKpecTb.

fiHcKotio6皿HHeB20-50eroAb!XVIIIB.《HcT.CCCP.》1973,JNfl4,B.A.

AneKcaHApoB,yKa3.coq.rn.IVな ど,研 究 が 再 開 され た 。

囲 農 奴 制 下 の 家族 制 度 に つ い ては,そ れ が 家 父 長 制 的 大 家族 制 度 であ っ た,と い う
一 般 的 規 定 に と ど ま って い た が ,最 近 バ ク ラ ノ ワに よ っ て,こ の分 野 に 分 析 が 加 え

られ た。E.H.BaKnaHoBa,KpecTbflHcKHtiABopno61エIHHaHaPyccKoM

CeBepe.KoHeLIXVII_HaqanoXVIIIB.M.,1976.
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らの生 じた場 合 の制裁 の規 定(27),村 の カザ ー クが,喧 嘩,乱 暴 を ひ きお こ

さず,お とな し く暮 らし,農 民 との間 に なん らの怨 恨(03no6neHne)の な き

よ う眼 を配 る こと(28),そ の他 幾 つ か の領地 管 理人 自身 に 関す る事柄 一 農 民

を私 用 に使 うこ との禁 止,農 民 との 貨幣 ・穀 物 の貸借 の 禁止 な ど,管 理 人 と農

民 の利 害 の 引 き離 しを狙 った と思 わ れ る諸 規定(30,31,32)一 が 規 定 され

たの であ る。

こ うして,チ ェル カ ッスキ イ公 の領 地 管 理令 第 三章(全32項)は,領 地 管 理

人 に 対 して,農 民 の諸 々の 行 為に対 す る監 視 を細 大漏 らさず 詳 細 に義 務 づ け た

の であ るが,大 雑 把 にい って,そ こに次 の よ うな特徴 を指 摘 す る こ とが 出 来 る

であ ろ う。 即 ち,農 民 の経 済 的(及 び対 内的)諸 行 為に対 して,管 理 令 は そ の

守 られ るべ き大枠 を設 定 す るに と ど ま り,細 か な 点 は 「ミール」 の 自治 に委 ね

られ,そ こに領 地管 理 人が 口喧 しい干 渉 を加 え る ことは,む しろ慎 しまれ た こ

とで あ り,逆 に,農 民 の社 会 的(及 び対 外的)諸 行 為 に対 して は,躍 し くキ メ

細 か な規 制 が設 け られ た こ とであ る。 外部 の人 の逗 留,村 民 の逃 亡 と出稼 ぎ,

そ して結 婚 に対 して 多 くの項 目が さか れ,し か も微 細 に わ た る規 定 が な され た

ことは,社 会 的(及 び対 外 的)な 厳 しい規 制 こそ この章 の狙 い で あ った こ とを

物 語 る もの とい え よ う。

既 に 指 摘 した よ うに,18世 紀 初 頭 の チ ェル カ ッスキ イ公 の領 地 管 理令 は,所

領 の全生 活 を包 摂 した 内 容を備 え てお り,し たが って彼 の所 領経 営=管 理 の い

わ ば 一一般 原則 と して の性 格 を持 つ もの で あ った 。 したが って以 上 の よ うな 農 民

の社 会 的 ・対 外 的監 視 に 偏 した条 項 の在 り方 は,一 般 原 則 と して のそ の性 格 を,

形 式 的 に は大 き く逸脱 す る もので あ った が,よ り重要 な こ とは,農 民 の行 為 に

対 して 日常的 監 視 を怠 る こ とを 許 さない よ うな,村 を取 りま く社 会情 勢 の激 し

い 動 きが,こ の極 め て整 然 と した領地 管理 令 の なか に も明 瞭 に反 映 され ざ るを

得 なか った こ とであ る。 しか も,こ の点 に お い て チ ェル カ ッスキ イ公領 のそ れ

が 例 外 的 で あ った とい うこ とで は もちろ ん ない の で あ る。 以下 この点 に絞 っ て,

他 の幾 つか の18世 紀 初 頭 の領 地 管 理令 を取 り上 げ て み よ う。

まず 同 じくペ トロ フス カヤ女 史に よ って紹 介 され たB.n.シ ェ レメチ ェフ
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で　 ぎ

に よ る1712年 付 の領 地 管 理 令(ロ フ トフ郷 ヴ ォシチ ャジ ニ ヴ ォ村)を 検 討 しよ

う。 この管 理令 は,領 地 管 理 人 一一 こ こで は端 的 に監 督 官(HaA3apaTeJlb)と

呼 ば れ て い る一 と村長(CTapOCTa)の 両者 に宛 て られ てい る点 が まず 注 目さ

れ るが,冒 頭 では,こ の村 の農 民 とボ ブ イ リが,あ らゆ る事 柄 の裁 判 と制 裁 に

お い て,ナ ブ ロ ク貨 幣 ほか のあ らゆ る徴 集 に おい て,こ の年 に 新 たに 選 任 され

た監 督 官 と村 長 に従 うべ き こ とが述 べ られ る。 そ して彼 らは,そ の執 行 に際 し

ては 「賄 路 に よ って では な く,法 で も って」 あ た る こ とと戒 め た の ち,「 農 民

を しっか りと監視 す る よ うに,こ の領 地 で窃 盗 が な く,逃 亡 の兵士 や リュ ジイ

や 農民 を 決 して採 用 しては な らな い」 と規 定 した 。

1718年5月18日 付 の 刀.H.シ ェペ リ 。フの 領地 管 理 令(ミ ・・イ ロフス ク郷
てらの

の グ リソキ 村宛 て)に は,こ の点 につ い て も う一 歩踏 み こんだ 規 定が み られ る。

まず,大 公 の勅令 に よ り,こ の村 か ら竜騎 兵,兵 士,水 兵,徴 募 兵 に 引 き渡

す に際 しては,自 己 の所 領 の農 民 と リュ ジ イを 引 き渡 す べ きで,外 来 の,及 び

他人 の農 民や リュ ジ イ,一 時 雇傭 者(HaeM皿HKH)を そ うして は な らな い こ と

また逆 に,こ の村 では 逃 亡 中 の竜 騎 兵,兵 士,水 兵,徴 募 兵 や他 の禁 止 され た

(3anOBeAHble)リ ュジ イや他 人 の農 民 や リュジ イを,農 民 と して,あ るい は

人夫(ZlenOBblenK)IIH)と して決 して採 用 しては な らな い こ と,を 規 定 した。

続 け て,こ の村 か らの 農民 の 逃亡 につ い ては,逃 亡 後3-7日 に請 願 書 を書 く

よ う指 示 され た の で あ る。

この領 地管 理 令 は,更 に農 民 の祈 りに もあか らさ まに介 入 した 。 即 ち,こ の

村 の 農民,彼 らの妻,年 頃 の 子供 た ちが 日曜 日ご とに,主 の 祝祭 日に,祈 りの

た め神 の教会 へ 行 くこと,聖 な る大斎 戒 期 に は毎 年 告解 す る こ と,を 監 視 す る

義 務 を管 理 人 に 負わ せ た の であ る。そ して分離 派 の よ うな 異端(epeTHqeCTBO),

魔 法(Bonme6cTBo)や 妖術(qapoAeficTBo)の 道 に入 る よ うな 人 々を 捕 え,
くるの

強い監視 の もとに然 るべ き所へ護送 すべ きことを規定 した。

(39〕P1.Φ.neTpoBcKa兄,yKa3.coq.226-230.

㈹TaM)Ke,cTp.231-241.

(41)TaM)Ke,cTp.238-239.
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以上2つ の領地 管 理令 は,ま だ チ ェル カ ッスキ イ公 のそ れ に み られ た よ うな

整 備 され た形 式(章 や項 目へ の区 分)を 欠 い てい た が,そ れ 故 か え って監 視

(=村 の秩 序 の維 持)の 具体 的 局面 を窺 わ せ て興 味 深 い 。

ロシ アの北 部 に おい て も事情 は まった く同 じで あ った こ とを 示 してい るのが,

当時 の 大 商人 ス トロガ ノ ブ家 が ソ リカ ムス ク郷 の所 領(ロ ジ ェ ス トヴ ェ ソス コ
いの

工村)の2人 の領 地 管 理 人へ 宛 てた指 令 であ る。

この管 理 令 は,章 こそ 設 け られ てい ない が,全 体 で大小39項 目か らな る,よ

く整 え られ た形 式 の管 理 令 の ひ とつ で あ り,そ して じつ に14項 目(4～17)に

わ た る監視 条 項 を確 認 で き るの で あ る。 そ の主 な ものだ け拾 い あげ て み よ う。

まず 第4項 では,逃 亡 中 の兵 士,水 兵,徴 募兵,そ の他 勤務 か ら身 を隠 した も

の(oTcny》K6NKpoH)㎎vaecfl),浮 浪 人(rynfi皿vaeAloZlll)を,我 が所 領 で留

め置 い て は な らぬ こ と,我 が所 領 の傍 を支 配 下 に あ る リュ ジ イが往 来(Bnpo・

e3AeHnHBnyTH)す る場 合,旅 券(na田noPT)を 要 求 して,そ の真 偽 を確iか

め る こと,不 所持 か,あ るいは 偽 物(d)anbUlblBble)で あ るな ら捕 えて,町 の

裁 判 へ 引 き渡 す こと,を 規 定 した。

第5項 では,我 が所 領 で文 書 に な い リュジ イ(HeKpenocTHblenK)AH)を 持

っては な らな い こ と,十 人組 長(lteCflTcKVae),百 人組 長(cOTCKHe)を 選 び,

す べ ての 農民 に つ い てそ の ことを知 るべ き ことを,第6項 では,こ の村 の 農民

が シベ リア の諸都 市 や他 の場所 へ逃 亡 を企 てな い よ う,し か と監 視 す べ き こ と,

旅 券 を持 た な い もの を決 して 見逃 して はな らず,他 所 の 労働 へ や って もな らな

い こと,そ して 逃亡 民 の捜 索 ・送還 は 自己 の 負担 で(HaBaIlleMKoTaMH)一
ごれ ラ

定期間内に我が所領へ連れ戻すべ きこと,な どを規定 した。

{42}H.B.ycTK)roB,MHcTpyKuHflBoTqvaHHoMYnpHKa3qHKynepBotigeT・

BepTHXVHIB.《PlcTpHqecKHtiapxHB.》T.IV,M-JI.,1949,cTp.150--183.

こ の 村 は,1700年 に は3,418世 帯 を 擁 す る 大 村 で あ っ た が,P村 に 管 理 人 が 住 み,

他 の 部 落 に は 彼 ら に 従 属 す る3eMcKaHcTapocTaが い た の で あ る 。

働TaM}Ke,cTp.158-160.ウ ス チ ュ ゴ フ も 指 摘 し て い る 如 く,こ の 背 景 に は,17世

紀 後 半 を 通 じ て の こ の 地 方 の 人 口 の 急 激 な 増 加(植 民)が あ っ た 。CTP.150-151。

及 びH.B.YcTloroB,KpecTbHHcKaflKonoHH3allvafilo)KHo曲qacTHConllKa.

McKoroye3AaBoBTopofinonoBHHeXVIIB.《MaTepHaJIHnovacTopliH

ceπbcKoroxo3舶cTBaHKpecTb朋cTBaCCCP,》,c6.cT,ToM.V、,M.,1962.参 照.
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世俗領主に よる個 々の所領の管理人へ宛 てた指示 ・訓令 とは別に,国 家最大

の封建領主である ツァー リもまた,全 国に散在 してい る自己の固有の所領(御

くるね

料地)に 向け て管 理 令 を発 した 。1731年5月23日 付 の ものは,内 容 に よ りか な り

長 文 の ものか ら,2,3行 の もの まで42項 目にわ た る規 定 であ ったが,こ こで

もやは り,か な りの比 重 が 農民 の 監視 に おか れ て い た。即 ち,第24項 では盗 人

(BopHpa360tiHvaK)の 根 絶 が,第25項 では,御 料 地経 営 の経 済 的機 能 を 果す

村 長,貢 租 徴集 人,居 酒 屋([(enOBaJlbHHK)と は 別 に,農 民 の社会 的 行 為 に た

いす る監 視 のた め に,百 人 組長,五 十 人組 長,十 人 組 長 の選 出を義 務 づ け た 。

そ して,第26項 は,逃 亡 リュ ジ イ と農民 につ い て の規定 一 世 俗領 主 の逃亡 農

民 を捜 索 して 引 き渡 す こ と,並 びに逃 亡 した御料 地 農民 の捜 索 ・連 れ 戻 しの義
ぐるらコ

務づけ一 であ った。

以上 め検討か ら既にあき らか な よ うに,領 地管理令は,18世 紀初めに至 り次

第に整備 され た形式を獲得 してい ったが,そ れ と同時に,そ れ はほぼ 例 外 な

く,農 民 の反社会的諸行為,と りわけ逃亡 についての詳 細 な 規 定 を含む こと

,にな った。 そ して封建領主 の経済 的基盤を掘 り崩す,そ れ 自体 きわめて 古 く

か らの農民 のプ ロテス ト形態 と しての 「逃亡」 現象が,当 時異常な規 模 に ま

で到達 していた ことに こそ,そ の真 の理由があ った ことに,も はや多 くの説 明

にゆ

は 不 要 で あ ろ う 。 最 近 の ラ ゾ レ ノ ヴ ァ 女 史 の 分 析 に よ る と,公 式 資 料 に 依 る だ

け で も,1719-27年 に は198,876名(男 子)が,1727-41年 に は327,046名 が 逃

働C.M.BonKoB,MHcTpyKuHHynpaBHTen月MABopロoBblxBo汀ocTe質1731r.

《"cTpHqecKmbapxHB》,T.VI.,1951,cTp.ユ56-198(Nb2).な お17-18世 紀 の 御

料 地 に に つ い て は,既 にA.M.3ao3epcK曲,UapcKaHBoTqHHaBXVIIB.M.,

1937,C.M.BonKoB,KpecTb朋e,zzBoplloBbixBna,zEeHvatino双MocKoBbHB

cepez[HHeXVIIIB.(30-70eroAbl)。1>L,1959,E.H.MHAoBa,且BopHoBoe

xo3舶cTBoBPoccuH.(nepBaflnoπoBHHaXVIIIB.)M.,1964の 研 究 が あ る 。

㈲C.M.Bo爪oB,MHcTpyKuvafl.cTp.187-189.そ の 他,外 部 の 農 民 の 雇 傭 ㈲,

密 造 酒 の 製 造 ・販 売 囲,ス パ イ ⑳,信 仰 の うえ で の 退 廃 者 舳,等 々 に つ い て の 規 定

が つ づ く。

㈹H.B.Pa30peHoBa,3eMneAenbqecKoexo3HticTBo6ernblxKpecTbflHB

CpeAHeMnoBoJDKbeBnepBo蕗TpeTHXVIIIB.《BecTHHKMY.》cepHfl

VIII,1975.♪ 西5,cTp.34.
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亡 中 であ った。 いず れ も年 平 均20,000人 以上 に のぼ り,登 録 人 口の約5%に 相

当 した の で あ る。 また ヴ ォル コ フに よる と,御 料地 では,1724-35年 の10年 余

りに,住 民 数 が402,361人 か ら352,367人 へ と約50,000人(約12,4%)減 少 した。

この間 の 出生 者 は死 亡 者 をむ しろ上 回 って お り,合 法 的 な か た ちでの 入村 ・離

村 もほ ぼ 均衡 してい た。 こ うした状態 にあ って,人 口激 減 の主要 な 原 因 が 約
でるの

37,000人 余 に もの ぼ る農民 の逃 亡 で あ った の で あ る。

こ うして ロシ アの封 建領 主階 級 を震 憾 せ しめ た,こ うした大 規模 な農 民 の逃

亡 とい う事 態が,結 果 と して個 々の領 主 に よ る 自己 の所 領 の 監視 体 制 の 強 化 を

惹 き起 し,そ の ひ とつ の表 現 が 領地 管 理 令 に おけ る,厳 し く,そ して キ メ細 か

な農民 監 視条 項 の成 立 に あ った の であ る。 だ が,個 々の監視体 制 の強 化に は,

おのず か ら限界 が あ った し,ツ ァー リ政 府 もこの問 題 に 手 を操 い てい た わ け で

は 決 して な く,は や くか ら,こ の 「階 級 的 課題 」 の解 決に 積極 的 に取 り組 ん で
にゆ

きた の であ る。 本稿 では この点 に 関 して詳 し く立 入 るわけ に いか ず,問 題 の指

摘 に と どめ ざ るを得 な いが,18世 紀 前 半 だけ に 限 って も,逃 亡 農 民 に 関す る政

府 の 勅令 は 霧 しい 数 にの ぼ った(1700年 代一6件,1710年 代 一10件,1720～25
ぱ　コ

年一30件,1725～45年 一84件)。 しか も政 府 の逃 亡 農…民 対策 は,こ うした威 嚇 的

な勅 令 の発 布 に と どま らな か った。 逃亡 農民 との 闘 い のた めに は,大 都 市駐 屯
く　 コ

の軍隊や カザ ー ク軍が利用 され た。 また逃亡民 の最大の集積地 には,政 府は し

ば しば逃亡民を旧の居住地へ連れ戻すべ く,特 別の捜索隊 さえ派遣 したのであ

(47}C.H.BonKoB,KpecTbHHeZIBopuoBblxBπa江eHH魅noAMocKoBbHBcepe・

AHHeXVIIIB.M.,1959,cTp.20-21.平 均9.3%で あ っ た が,個 々 の 県 で は19%

に も 達 し た 。

團 ロ シ ア 農 奴 制 の 確 立 過 程 と は,む し ろ,支 配 階 級 に よ る こ う し た 逃 亡 へ の 具 体 的

対 応 で あ っ た 。17世 紀 後 半 に つ い て の 代 表 的 研 究 と し て,A.r.MaHbKoB,Pa3BH・

THeKpenocTHoronpaBaBPoccHHBoBTopo尚noπoBHHeXVIIB.M-n.,

1962参 照 。

(49)OqepKHHcTopHHCCCP.nepHo双 Φeo江aπH3Ma.nepBa∬qeTBepTbXVIIIB.

M.,1954,cTp.176.ま た,H.B.ro朋KoBa,QPraHbinoJIHTHqecKorocblcKa

HHxpa3BHTHeBXVI卜XVIIIBB.《A6coハK)TH3MBPoccHH(XVII-XVIII

BB.)》.c6.CT.M.,1964参 照 。

(圃17世 紀 に は,ニ ジ ェ ゴPド,ア ル ザ マ ス,ア ラ ト ゥ イ リ と い う ヴ ォ ル ガ 河 中 流 域

地 方 が そ の 中 心 地 で あ っ た が,世 紀 後 半 か ら の こ れ ら の 地 方 に お け る 農 奴 制 的 土 地
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ぐ　 エ

る 。

(五)

1727年,A.M.チ ェル カ ッスキ イ公 は元 老 院へ 次 の よ うな請 願 書 を 提 出 した。

「… …過去 数 年 間,〔 我 が所 領 の農 民 は〕 逃 亡 して,い ろい ろ な郷 の こ うした

耕 地 に 指示 もな く勝 手 に移住 した,そ して彼 〔チ ェル カ ッス キ イ公〕 の 指示 も

な く,彼 の 名前 で耕地 を購 入 し,今 もこの場所 に住 ん でい る,一 方,彼 には 何

らの収 入 も支払 わず,今 もそ の農 民 と土地 を 彼 は所 有 してい ない」 。 チ ェル カ

ッス キ イ公 の逃 亡 農 民 の捜索 の要 請 に こた え て,元 老 院が 「審 問 委 員会 」 を設

置 し,捜 索 活 動 に乗 り出す のが,1732年 の こ とで あ り,そ の委 員会 の長 に は,

プ レオ ブ ラジ ェ ンス ク連隊 近 衛 軍 の陸 軍 中尉H.B.ジ ノ ヴ ィエ フが据 え られ

た。 こ うして1732-3年 にわ た り,チ ェル カ ッスキ イ公 の逃 亡 農…民 の 大 がか り

な捜 索 活 動 が実 施 に 移 され,結 果 と して,公 の16の 所 領 か らの逃 亡 農 民 男女 合

わせ て11,467人 が捜 索 され 返還 され た。(次 頁 の表 を参 照)チ ェル カ ッスキ イ

公領 の全 農 民 の,じ つ に16%強 を 占め た の で あ る。

この チ ェル カ ッスキ イ公 領 か らの逃 亡 農民 につ い て は,既 に そ の捜 索 史料 に

基 づい た幾 つ か の研 究 が あ る。 ア レフ ィ レソ コは逃 亡 農 民 の 出身 村 と逃 亡 先,
ぐう　ヤ

逃 亡 期 間 な どに つ い て緻 密 な分 析 を お こな った。 また シチ ェペ トフは,逃 亡 農

所 有 の波 及 に応 じて,18世 紀 か らは更 に 南 東 の シ ン ビル ス ク,ペ ンザ な どが 最 大 の

集 積 地 とな った 。 そ の 他,ウ ラル,シ ベ リアへ,あ るい は 国 境 を 越 え て ポ ー ラ ン ド

へ な ど広 汎 な地 域 に 及 ん だ 。

励 注 意 を要 す るの は,政 府 の 逃 亡 対 策 は,単 に 所 領 農 民 の逃 亡 に と ど ま る もの で は

な か っ た こ とで あ る。 新 しい 兵 制 に よ り徴 募 され た 兵 士 の逃 亡,ま た 新 首 都 ペ テル

ブル グの建 設,運 河 の 開 墾 を は じめ とす る一 連 の 土 木 労 働 の た め 全 国 か ら強 制 的 に

召 集 され た 農 民 ・職 人 の 逃亡,ま た 盗 賊 と化 し領 主 の 館 の襲 撃 を 専 らと して い た 逃 亡

民 の一 団,等 々に も対 応 せ ね ば な らな か った の で あ る。JI,H.CeMeHoBa,Pa60que

neTep6ypraBnepBo曲nonoBHHeXVIIIB.刀.,1974,cTp.43-45,201-206.

B.K).recceH,HanazEeHHH6ernbixKpecTb朋HanoMeLII四bHBoTqHHblB

20-30xroAaxXVIIIB.《Bon.HcT.》1954,JVb12.

(52)n.K.ApeΦHpeHKo,1〈pecTb朋cKoeJLBm>KeHHeHKpecTbflHcKHtiBonpoc

BPoccHHB30--50xroAaxXVIIIB.M.,1958,cTp.98-105.
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民 の 経 済 塗 態 に つ い て,更 に ボ ソ ダ レ フ ス カ ヤ,ラ ゾ レ ノ ヴ ァ も こ の チ ェル カ

くうぶ

ッスキ イ公領 の逃亡農民 に言及 してい る。最後に私は,以 上 の豊かな成果に依

りなが ら,当 時 の農民が執拗に追 及 した,ま たそれ故領主陣営がその対策に苦

　 　 コ 　 　 コ 　 　

慮せ ね ば な らなか った,逃 亡 の もつ 重要 な一 側面,即 ち植 民 と しての 逃亡 の 問

題 に注 意 を 向 け て お こ う。

逃 亡 村
逃 亡 先

カザ ン県 ヴ ィロネシ県1合 計

らか領

マ

ノ

オ

オ

ォ

イ

噺

ス

ヴ

ヴ

ヴ

ツ

躁

ル

ニ

セ

。

モ

ニ

ロ

ラ

ゴ

・

レ

ヴ

ブ

ド

エ
ジ

ヴ

パ

層
マ

パ

ナ

カ

ニ

3,033

1,584

684

497

515

263

911

1,277

142

207

5

3,944

2,861

826

704

520

263

小 計

モ ス ク ワ県 の所 領 か ら

カ ラ チ ャ ヴ ォ

フ。 ル ド ウ イ

セ モ イ ン ス コ エ

ボ リソ グ レブ ス コェ

ノ ワ ノ ヴ ォ

マ ル コ ヴ ォ

ワ シ リ エ フ ス コエ

ノ ヴ ォ エ

ヴ ェ シ ニ ヤ コ ヴ ォ

6,576

76

73

368

31

62

1

52

1

7

小 計

カザ ン県 のジ ャ メロヴ ォ

合 計

671

364

7,611

2,542

498

451

7

152

23

63

6

1
「

1,201

113

9,118

574

524

375

183

85

64

58

1

8

1,872

477

3・8561 11,46Z

n.K.ApeΦHpeHKo,KpecTb分HcKoe双BmKeHHe,cTp.99,

{5鋤K.H'1耳eneToB,BerJlb1eKpecTbHHeKHH3月A.1Vl.qepKaccKoroBnepBo曲

noオoBHHeXVIIIB.《 レlcT.CCCP.》,1963,Ng.6,T.n.BoH八apeBcKa牙,

BeMHeKpecTb月HeCpe乃HeronoBo渥)KbHBcepeAHHeXVIIIB.《KpecT・

bHHcTBoHKnaccoBaH60pb6aB(1)eoZkanbHotiPoccHH.》,c6.cT.JI.,1967,

H.B,Pa30peHoBa,yKa3.coq.
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チ ェル カ ッスキ イ公 領 の逃亡 農民 の基本 的 部分 は,出 鱈 目に そ の 目的地 を設

定 した の では も とよ りな く,明 確 に カザ ソ県,ヴ ォ ロネ シ県 の あ る地 域 を 目指
ごらの

して 逃亡 した こ とに,ま ず 注 目 しな けれ ば な らない 。 そ の土地 は∫ 農 民 に と っ

て 「何 らの オ ブ ロ クも支払 わ ず,誰 に も所 有 され な い」,即 ち主 人 に対 して の

貢 租 負担 と 日常 的 抑圧 か ら解 放 され る土地 と映 った ので あ る。 当時 の カザ ソ,

ヴ ォ ロネ シに おい て は,人 口の圧 倒 的比重 を 占め た のは 国有 地 農民(qePHoco・

こうぶ

111H・ble,ficaqHble,oAHo八BoPUbl)で あ った こ と,私 領 主 の 専 横 的 支 配 か ら解 放

され 国 有 地 及 び御 料 地 へ の 移 行 を 求 め る闘 争 が 当 時 の 農 民 闘 争 の 一 形 態 で あ っ
ごうの

た こ と,な どを想 起す る時,農 民 の如 上 の 目的地 の設 定 は,な ん ら唐 突 な もの

では なか った と思わ れ る。 しか も,こ れ らの地 方 では,あ る特 殊 な農 民 グル ー

プが 逃亡 民 の採 用 と彼 らの 定住 を 斡 旋 し,土 地 の獲 得 につ い て配 慮 した,と い

う。

逃 亡 民 は,こ うして あ る未 開 の地(彼 らの主 人 へ下 賜 され た土 地 であ る場 合

も多 か った)へ 腰 を おろ し,'も しそ の土地 が早 急 の耕作 には 不適 切 であ る とわ

か った な ら,隣 接 の領 主 と土地 の購 入 に つい て 交渉 した 。 そ の購 入 の際,貨 幣

は ミー ルの金 庫 か ら支 払 われ た のだ が,そ うした事 実 自体,逃 亡 が,い わ ば 村
ぐうの

ぐるみで な され た こ とを示 唆 して い る とい え よ う。

パ メ ヌチエ

1694年,M.只.チ ェル カ ッス キ イ公 へ 封 地 と して 下 賜 され た ヴ ォル ホ ロ ム ス

ク郷,ポ イ ム河 岸 の 「野 生 の地 」 は,当 初 は む ろ ん 区 画 整 理 も され て い な い,

も ち ろ ん 入 植 者 も い な い状 態 で あ っ た が,程 な く 「こ の 土 地 へ,多 くの 農 民 が

彼 の い ろ い ろ な 所 領 か ら逃 亡 して,勝 手 に … … 住 み つ い た 」。1717年 に は,既

に この 村 は 人 口1,763名 を 擁 す る大 村 に 膨 れ あ が った 。更 に1733年 に は,1,263人

の 逃 亡 民 が 「到 着 した 」 。 そ の な か に は,チ ェル カ ッス キ イ公 の い ろ い ろ な 所

〔54)K.H.田eneToB,BernbieKpecTbHHe,cTp.130.

㈲n.K.ApeΦHpeHKo,yKa3.coq.cTp.215-・216.

(56}TaM)Ke,cTp.143-150.農 民 の 自然発 生的蜂 起の うちあ るグル ー プは,こ の移行

の 「確 固 と した,そ して明瞭 に表 現 され た要求」を持 っていた。 あわ せ て,彼 らの

HaliBHbltiMoHapxH3Mの 問題 も考慮 されね ば な らない。

(57)1く,H,MeneToB,yKa3.co9.cTp.130-131,
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領 か らは もちろん,他 領 主 の農民 も含 まれ て い た とい う。 そ して こ こでは 国有

地 農民 のす べ ての村 に存 在 して いた よ うな 共 同体制 度(061UMHHoeYcTPoticTBo)
でら　ラ

が しか れ た の であ る。

こ うして,ポ イム村 の最初 の開 拓者 は,チ ェル カ ッスキ イ公領 か らの逃 亡 農

民 であ った の であ り,1750年 代 初 め,村 が 新領 主 シ ェ レ メチ ェフの手 元 で しっ

か りと掌握 され る まで,こ の村 の逃 亡 農 民 は一 時 的 にせ よ,領 主 権 か ら解 放 さ

くう　ヤ

れ た の であ る。

しか しなが ら,た とえ 自己 の他 の所 領 へ で あ ろ うと,そ の逃 亡 を容認 す る こ

とは,連 鎖 反応 的に 逃 亡 を招 来 しかね な い こ とは 云 うまで もな い。 当 時 の貴 族

階級 の イデ オP一 グの一 人,A.rl.ヴ ォル イ ンス キ イは,農 民 を逃 亡先 か ら

連れ 戻 してみ て も,彼 らが 再 び 自 らが 拓 いた村 へ 逃亡 す る こ とに着 目 し,そ の
ぞ　 　

開 拓村 を農 民 の属 す る領 主 に下 賜 すべ き こ とさえ提 案 して い た。 だ が,こ の解.

決法 は 逃 亡 農民 の村 へ の執 着 を,そ の 村 の開 拓 者 で あ る点 にだ け 求 め た もの で

農民 の農奴 制 的 抑 圧 か らの解 放 の 希求 を,ま った く見落 した もの であ った。 そ

して政 府 の 対策 も,妥 協 のな い強 硬 な姿 勢 を 崩す こ とは なか った 。1733年,チ ェ

ル カ ッスキ イ公 の逃亡 農 民 の捜 索 活 動 に従 事 して いた ジ ノヴ ィエ フに は,次 の

よ うな 指令 が 下 され て いた 。この逃 亡 の煽 動 者,主 導 者 に対 して 「厳 し く制 裁 を

くわ え,容 赦 な く答打 ち(6HTbKHyToM),残 りを鞭 打 つ こ と(6HTbBaTo》KbeM)

そ して彼 らす べ て の妻 子,あ らゆ る家財 とと もに,彼 らが 逃 亡 して きた旧 の住

居 へ送 還 す べ し。 〔逃亡 農民 の 送還 の の ち〕 残 され た建 物 は,な ん らの隠れ 家
ぐ　　セ

も な い よ う,打 ち 壊 し,焼 却 す べ し」 と 。

⑲T.n.BoHAapeBcKaH,yKa3.coq.cTp.389-390.

働TaM》Ke,CTP.391。 同 じ例 と して,彼 女 は,シ ン ビル ス ク郷 ズ ナ メ ンス コエ村

を 挙 げ て い るが,こ う した 形 は,む ろん 前 世 紀 か ら引 き継 が れ た もの で あ る。

E.レa.OulaHHHa,KHcTopHH3aceneHHflCpe八HeronoBon>KbHBXVIIB.

《PyccKoerocy八apcTBoBXVIIB.》,c6.cT.M.,1960,cTp.66-67.

(60)n.K.ApeΦHpeHKo,yKa3.coqcTp.105.貴 族 階 級 の イデ オ ロー グ と して の

彼 の農 業 論 に つ い て は,同 じ く,CTP.330-334参 照 。

(61)T.n.BoHJIapeBcKaH,yKa3.coq.cTp.390.し か し多 くの 農 民 が 送 還 ・護送

の 途 中 で再 び 村 へ 逃 げ 帰 った 。 そ して,1737年,ジ ノ ヴ ィエ フの 捜 索 隊 が 再 び こ こ

へ 向 け られ た 結 果,5,816人 が 捕 え られ た 。
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むろんすべての農民が こうした新天地 での,領 主権 力か ら自由な農業経営を

志 向 し,逃 亡=植 民 したのではなか った。或 るものは,単 身あ るいは家族だけ

で逃亡 し,よ り負担 の軽 い と思われ る領主の下 で,そ この農民 と対等の条件 で

働 いた。他 の ものは,ど こかの富農の製粉所 で働 いた り,雑 多な農業 労働に従

事 した。 また農業 との関係を完全に絶 ち切 る もの もでてきた。彼 らは,当 時勃

興 しつつ あった各種 の工場 労働者 として,漁 場 で漁夫 として,あ るいは荷物運

搬用河船 の人夫 として,そ して曳船 人夫 として,雇 傭 され ていった。 こ うした

逃亡形態は,決 して無視で きる程 少数 ではな く,商 品貨幣経済 の発展 に呼応 し

て,そ れは更に多様 な形態を うみ出 しなが ら増加 してい った(初 期 プロレタ リ
く　　ヤ

ア ー トの萌 芽)。 しか しなが ら,少 くとも18世 紀前 半 まで の逃 亡 の主 要 な形 は,

植 民 と しての逃 亡 で あ った ので あ り,こ れ が 前者 に とって代 わ られ る時,ロ シ

ア社 会 も一一つ の質 的 転換 を 迎 え る こ とに な るの だが,こ れ に つ い ては別 に検討

しな けれ ば な らな い。

(62)n.KApeΦHpeHKo,yKa3.coq.cTp.103,111.T,n.BoHz[apeBcKaH.yKa3.

co9.CTP.394.初 期 プ ロ レ タ リ ア ー ト の 形 成 の 問 題 に つ い て は,代 表 的 研 究 と し

て,A.M・naHKpaToBa,ΦopMHpoBaHHenpoπeTapHaTaBPocc四 ∴M.,

1963が あ る 。




